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元サッカー日本女子代表選手
柳田美幸さんインタビュー
～地域とともに育むサッカーのまち～
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やなぎた・みゆき さん

1981年4月11日生まれ、神奈川県出身。左利きの攻撃的ＭＦとして、Ｌ・
リーグ、なでしこリーグで活躍。日テレ・ＴＡＳＡＫＩを経て、2006年に浦和
レッズ・レディースに加入。代表として３度のワールドカップ、２度のオリン
ピックなどに出場し、91試合11得点。2012年シーズン終了後、引退。
2017年から浦和レッズ・レディースのコーチに就任。現在は強化部に所属し、選手の
サポートや広報など女子チームの運営全般に携わっている。さいたま市在住。

ⓒ
U

R
A

W
A

 REDS

地
域
と
と
も
に
育
む

サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち

元
サ
ッ
カ
ー
日
本
女
子
代
表
選
手

女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
長
年
活
躍
し
、現

在
は
浦
和
レ
ッ
ド
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ズ
で
選
手
の
サ

ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
柳
田
美
幸
さ
ん
。

本
会
議
を
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
、市
と
市
議
会

へ
の
期
待
や
、女
子
サ
ッ
カ
ー
の
魅
力
に
つ
い

て
、熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さいたま市を女子サッカーの聖地に！
地域と盛り上げたいサッカーのまちづくり
さいたま市を女子サッカーの聖地に！
地域と盛り上げたいサッカーのまちづくり 柳

田
美
幸
さ
ん
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クローズアップ

このほかの議案などの審議結果は、さいたま市議会のホームページをご覧ください。 検索さいたま市議会

議員の
市の

12月定例会「一般質問」ダイジェスト

令和元年12月定例会（11月27日～12月20日／会期24日間）

昨年10月に発生した台風第19号による被害からの早期
復旧に向け、被災した公共施設の修繕や農地の復旧など
を目的とした約7億4千万円の補正予算議案が提出され、
可決されました。なお、可決に際しては、国や県と連携を
図りながら内水氾濫の原因を分析し、治水対策を推進す
るとともに、被災者のニーズに即した支援を求める附帯
決議がなされています。

さらに、台風第19号に関する災害対策調査を目的とした特別委員会は、今
後の災害対策など11項目を提言書としてまとめ、市長に提出しました。
また、議員の期末手当の引上げを目的とした条例案が市長から提出され
ましたが、市議会としては引上げを延期する修正案を可決するとともに、
その財源を被災者の生活や事業の再建に向けた取組みに活用することを
求める附帯決議がなされました。

議案第154号　令和元年度さいたま市一般会計補正予算（第6号）　ほか３議案

台風第19号被害からの早期復旧と今後の対策強化を

議員提出および委員会提出による以下の決議案が可決されました。

議員提出議案第3号　工事請負業者の経営破綻に伴う損害発生事案の再発防止を求める決議　ほか2議案

市の取組みを求める決議案を可決

令和3年度からの10年における、市政運営の基本的かつ総合的な指針として、次期「総合振興計画」を市が
策定するに当たり、市議会においても計画の在り方を検討するため、新たに特別委員会が設置されました。

市の基本的計画の在り方検討特別委員会を設置

12月定例会で審議された議案　市長提出議案59件、議員提出議案1件、委員会提出議案5件／合計65件

委員長／松下壮一 副委員長／帆足和之 
委　員／石関洋臣 井原 隆 竹腰 連 新井森夫 金井康博 松本 翔　

関 ひろみ 吉田一郎 江原大輔 高子 景 冨田かおり 吉田一志
西山幸代 阪本克己 中山欽哉 神崎 功 小森谷 優 神田義行　

荒川に隣接したグラウンドでも大きな被害が発生

●工事請負業者の経営破綻に伴う損害発生事案の再発防止を求める決議
●地域の祭りの継続開催に向けたより一層の支援等を求める決議
●再編統合の議論が必要と位置付けられた公立・公的医療機関等からのさいたま北部医療センターの

除外等を求める決議

04saitama city council No.81



クローズアップ

このほかの議案などの審議結果は、さいたま市議会のホームページをご覧ください。 検索さいたま市議会

議員の
市の

12月定例会「一般質問」ダイジェスト

令和元年12月定例会（11月27日～12月20日／会期24日間）

昨年10月に発生した台風第19号による被害からの早期
復旧に向け、被災した公共施設の修繕や農地の復旧など
を目的とした約7億4千万円の補正予算議案が提出され、
可決されました。なお、可決に際しては、国や県と連携を
図りながら内水氾濫の原因を分析し、治水対策を推進す
るとともに、被災者のニーズに即した支援を求める附帯
決議がなされています。

さらに、台風第19号に関する災害対策調査を目的とした特別委員会は、今
後の災害対策など11項目を提言書としてまとめ、市長に提出しました。
また、議員の期末手当の引上げを目的とした条例案が市長から提出され
ましたが、市議会としては引上げを延期する修正案を可決するとともに、
その財源を被災者の生活や事業の再建に向けた取組みに活用することを
求める附帯決議がなされました。

議案第154号　令和元年度さいたま市一般会計補正予算（第6号）　ほか３議案

台風第19号被害からの早期復旧と今後の対策強化を

議員提出および委員会提出による以下の決議案が可決されました。

議員提出議案第3号　工事請負業者の経営破綻に伴う損害発生事案の再発防止を求める決議　ほか2議案

市の取組みを求める決議案を可決

令和3年度からの10年における、市政運営の基本的かつ総合的な指針として、次期「総合振興計画」を市が
策定するに当たり、市議会においても計画の在り方を検討するため、新たに特別委員会が設置されました。

市の基本的計画の在り方検討特別委員会を設置

12月定例会で審議された議案　市長提出議案59件、議員提出議案1件、委員会提出議案5件／合計65件

委員長／松下壮一 副委員長／帆足和之 
委　員／石関洋臣 井原 隆 竹腰 連 新井森夫 金井康博 松本 翔　

関 ひろみ 吉田一郎 江原大輔 高子 景 冨田かおり 吉田一志
西山幸代 阪本克己 中山欽哉 神崎 功 小森谷 優 神田義行　

荒川に隣接したグラウンドでも大きな被害が発生

●工事請負業者の経営破綻に伴う損害発生事案の再発防止を求める決議
●地域の祭りの継続開催に向けたより一層の支援等を求める決議
●再編統合の議論が必要と位置付けられた公立・公的医療機関等からのさいたま北部医療センターの

除外等を求める決議

初
診
ま
で
約
３
カ
月
待
た
さ
れ
る
状

態
で
あ
る
。
早
期
療
育
と
保
護
者
負

担
軽
減
の
た
め
、
東
部
地
域
に
療
育

セ
ン
タ
ー
機
能
を
設
置
し
て
は
。

支
援
が
必
要
な
障
が
い
児

が
増
え
、
初
診
待
ち
期
間

が
長
期
化
傾
向
に
あ
り
、
特
に
東
部

地
域
の
方
に
通
院
の
負
担
が
生
じ
て

い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
療
育

が
必
要
な
児
童
が
身
近
な
地
域
で
適

切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
地

域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
や
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
個
別
療
育
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
地
域
の

偏
在
性
の
抜
本
的
解
消
が
困
難
な
こ

と
な
ど
課
題
も
あ
る
。
地
域
で
の
適

さ
い
た
ま
ク
リ
テ
リ
ウ
ム

の
運
営
団
体
に
総
額
約
４

億
円
も
の
市
税
を
使
っ
て
い
る
こ
と

を
、
ど
の
よ
う
に
市
民
に
周
知
し
、

ど
れ
ほ
ど
の
市
民
が
そ
れ
を
認
識
し

て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

ク
リ
テ
リ
ウ
ム
開
催
に
係

る
補
助
金
２
億
２
千
万
円

に
つ
い
て
は
、
議
会
で
の
審
議
の
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
大
会
ポ
ス

タ
ー
な
ど
に
明
記
し
て
い
る
。
補
助

金
額
に
関
す
る
市
民
の
認
知
度
と
い

う
観
点
か
ら
の
デ
ー
タ
は
な
い
が
、

大
会
当
日
の
来
場
者
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
高
い
満
足
度
と

な
っ
て
い
る
。
本
事
業
が
市
民
に
意

義
あ
る
も
の
と
感
じ
て
も
ら
う
た
め

に
も
、
今
後
さ
ら
に
効
果
的
な
認
知

度
お
よ
び
満
足
度
の
向
上
の
指
標
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

昨
年
は
、
主
催
を
市
か
ら

さ
い
た
ま
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
移
行
し
て
初
の
開
催

と
な
っ
た
。
今
後
は
新
た
な
取
組
み

も
な
さ
れ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

な
方
向
性
で
進
め
て
い
く
の
か
。

昨
年
の
大
会
は
、
さ
い
た

ま
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
が
主
体
と
な
る
こ
と
で
、
観
戦
プ

ラ
ン
の
新
設
な
ど
事
業
収
入
を
考
慮

し
た
新
た
な
取
組
み
の
ほ
か
、
市
民

限
定
で
あ
っ
た
体
験
走
行
の
参
加
枠

の
拡
大
や
、
大
会
Ｐ
Ｒ
事
業
な
ど
が

行
わ
れ
た
。
今
後
も
、
民
間
の
知
見

を
生
か
し
た
、
独
自
性
の
あ
る
事
業

が
増
え
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

本
市
と
し
て
は
、
今
後
も
共
催
の
立

場
か
ら
支
援
を
行
い
、「
ス
ポ
ー
ツ
の

ま
ち 

さ
い
た
ま
」
の
実
現
、
自
転
車

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

ひ
ま
わ
り
学
園
に
発
達
障

が
い
の
相
談
を
し
て
か
ら

一
般
質
問

16
人
の
議
員
が
、
市
政
に
対
す
る
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

出
雲
圭
子
／
石
関
洋
臣
／
松
村
敏
夫

川
村　

準
／
稲
川
智
美
／
斉
藤
健
一

土
橋
勇
司
／
鳥
羽　

恵
／
吉
田
一
志

松
本　

翔
／
関 

ひ
ろ
み
／
三
神
尊
志

吉
田
一
郎
／
江
原
大
輔
／
井
原　

隆

神
崎　

功

市
の
政
策
・
行
財
政

ク
リ
テ
リ
ウ
ム
へ
の
市
税
投
入
額

市
民
に
周
知
さ
れ
て
い
る
の
か

発
達
障
が
い
児
と
家
族
の
た
め

東
部
地
域
に
も
療
育
セ
ン
タ
ー
を

さ
い
た
ま
ク
リ
テ
リ
ウ
ム

今
後
の
事
業
の
方
向
性
は

質
問
者

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
も

支
援
体
制
の
拡
充
が
望
ま
れ
る

福
祉
・
保
健
・
医
療
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切
な
支
援
体
制
の
構
築
と
連
携
の
強

化
、
療
育
セ
ン
タ
ー
機
能
拡
充
の
た

め
の
既
存
施
設
の
活
用
も
含
め
、
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

後
期
高
齢
者
の
98
％
が
調

剤
薬
局
を
利
用
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
薬
剤
師
会
と
シ
ニ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
強
化

し
、
高
齢
者
の
見
守
り
と
介
護
予
防

を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

今
年
度
、
市
薬
剤
師
会
か

ら
連
携
強
化
の
提
案
が
あ

り
、
協
議
な
ど
を
行
っ
て
き
た
が
、

個
人
情
報
保
護
や
各
薬
局
で
の
認
識

の
差
異
な
ど
の
課
題
が
見
つ
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
情
報
提
供
の
仕
組
み
や

ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
と
と
も
に
、
薬

局
と
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
相

互
の
存
在
や
役
割
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
市
薬

剤
師
会
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ
の
説
明

を
実
施
し
た
ほ
か
、
今
後
は
同
セ
ン

タ
ー
の
圏
域
や
役
割
な
ど
を
記
載
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
市
内
薬
局
へ
配

布
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
連
携
強
化

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

来
年
度
の
保
育
所
申
込
み

で
生
後
57
日
以
降
か
ら
受

入
れ
可
能
な
保
育
園
が
10
園
減
っ
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。
困
難
を
抱
え
た

様
々
な
家
庭
を
産
休
明
け
保
育
が
支

え
て
き
た
認
識
は
あ
る
か
。

生
後
57
日
以
降
の
乳
児
を

受
け
入
れ
る
際
に
は
、
体

調
不
良
の
リ
ス
ク
が
高
い
な
ど
の
理

由
か
ら
、
原
則
、
保
育
士
を
１
名
加

配
し
て
対
応
し
て
い
る
。
来
年
度
の

公
立
保
育
所
入
所
に
当
た
り
、
様
々

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
限
ら
れ

た
保
育
人
材
で
安
定
的
に
運
営
を
行

っ
て
い
く
観
点
か
ら
、
入
所
実
績
や

当
該
年
度
中
に
保
育
室
を
修
繕
す
る

な
ど
の
事
情
が
あ
る
10
園
に
つ
い
て

は
、
４
月
入
所
に
お
い
て
受
入
れ
開

始
を
生
後
57
日
か
ら
6
カ
月
へ
変
更

し
た
。
産
休
明
け
保
育
の
必
要
性
は

認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
各
園
の
状

況
を
踏
ま
え
、
対
応
し
て
い
く
。

交
通
空
白
地
域
の
解
消
や

交
通
弱
者
の
移
動
支
援
策

と
し
て
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
デ
マ
ン

ド
交
通
の
導
入
に
向
け
、
モ
デ
ル
地

域
で
の
実
証
運
行
な
ど
本
格
的
に
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
デ
マ
ン

ド
交
通
は
、
定
時
定
路
線

の「
線
」で
は
拾
い
き
れ
な
い「
面
」的

な
地
域
を
拾
う
こ
と
が
で
き
、
交
通

空
白
地
域
の
解
消
に
有
効
と
認
識
し

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
の
す
み
分
け
や

連
携
、
シ
ス
テ
ム
面
な
ど
の
課
題
も

あ
る
。
今
後
も
市
民
に
と
っ
て
よ
り

利
便
性
の
高
い
交
通
環
境
と
な
る
よ

う
、
交
通
事
業
者
と
の
共
存
や
シ
ス

テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
、
先
行
事
例
を

参
考
と
し
つ
つ
、
導
入
の
可
能
性
や

課
題
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

障
が
い
者
が
親
亡
き
後
も

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
＊
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の

整
備
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
な

ビ
ジ
ョ
ン
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
検
討

し
て
い
る
の
か
。

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
市
内

入
所
施
設
な
ど
と
意
見
交

換
を
行
い
、
課
題
や
機
能
の
整
理
を

行
っ
て
き
た
。拠
点
等
整
備
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
関
係
機
関

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
重
視
し
た
整
備

を
目
指
し
て
い
る
。
整
備
す
べ
き
拠

点
は
、
原
則
と
し
て
行
政
区
単
位
で

の
設
置
を
考
え
て
い
る
が
、
緊
急
時

の
受
入
れ
・
対
応
機
能
に
つ
い
て
は

市
内
全
域
ま
た
は
複
数
区
で
の
共
同

実
施
を
目
指
し
て
い
る
。
今
後
は
令

和
２
年
度
に
１
カ
所
、
同
５
年
度
末

ま
で
に
全
区
で
の
整
備
完
了
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

Ａ
Ｉ
活
用
の
＊
デ
マ
ン
ド
交
通

導
入
に
向
け
本
格
的
な
検
討
を

障
が
い
者
の「
親
亡
き
後
」

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
に

産
休
明
け
の
保
護
者
に

必
要
と
な
る
保
育
の
確
保
を

市
内
の
調
剤
薬
局
を

高
齢
者
の
見
守
り
拠
点
に

＊ デマンド交通
決まった時間に決まった路線を走る路線バス
などと異なり、利用者の予約によりニーズに
応じて柔軟な運行を行う公共交通の一形態。

＊ 地域生活支援拠点等
障がい児者の居住支援のための機能（相談、緊急時の受入れ・対応、体験の機会・
場、専門的人材の確保・養成、地域の体制づくり）を、地域の実情に応じた創意
工夫により整備し、障がい児者の生活を地域全体で支えるサービス提供体制。

産
後
休
業
後
の
復
職
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

乳
児
の
保
育
受
入
れ
先
の
確
保
を
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議員の
市の

12月定例会「一般質問」ダイジェスト

岩
槻
児
童
セ
ン
タ
ー
が
中

高
生
支
援
と
し
て
始
め

た
テ
ィ
ー
ン
ズ
・
カ
フ
ェ
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
主
体
で
運
営
し
て
い
る
。
指

定
管
理
者
の
更
新
時
に
職
員
配
置
や

予
算
化
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

岩
槻
児
童
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
が
実
施
し
て
い

る
テ
ィ
ー
ン
ズ
・
カ
フ
ェ
は
、
飲
食

を
し
な
が
ら
中
高
生
同
士
の
交
流
や

悩
み
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
中
心
と
な
っ
て
相
談
を
受

け
て
お
り
、
今
後
、
高
齢
化
に
よ
る

事
業
の
担
い
手
不
足
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
過
去
に

利
用
し
て
い
た
卒
業
生
に
後
任
を

担
っ
て
も
ら
う
方
法
や
、
職
員
が
直

接
運
営
す
る
方
法
な
ど
を
検
討
し
て

い
る
。
次
の
指
定
管
理
者
の
更
新
時

に
は
、
テ
ィ
ー
ン
ズ
・
カ
フ
ェ
を
含

む
各
種
中
高
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

拡
充
に
努
め
て
い
く
。

農
業
や
工
業
と
福
祉
の
連

携
で
、
農
家
の
後
継
者
不

足
、
中
小
零
細
企
業
の
事
業
継
承
な

ど
の
地
域
課
題
の
解
決
と
、
就
労
継

続
支
援
施
設
な
ど
の
工
賃
向
上
を
図

る
べ
き
。
市
の
見
解
を
伺
う
。

「
農
福
連
携
」は
、
全
国
的

に
広
が
っ
て
き
て
お
り
、

今
年
度
か
ら
埼
玉
県
も
農
家
と
障
が

い
者
施
設
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
モ
デ
ル

事
業
を
開
始
し
た
と
伺
っ
て
い
る
。

＊

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
の
運

営
法
人
と
、
人
手
不
足
の
問
題
を
抱

え
る
農
家
や
工
場
な
ど
の
事
業
者
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
す
る
こ
と
は
、

障
が
い
者
の
就
労
機
会
の
拡
大
、
工

賃
向
上
に
つ
な
が
る
方
法
の
一
つ
と

考
え
て
い
る
。
県
の
モ
デ
ル
事
業
の

実
施
状
況
や
、
他
自
治
体
の「
農
福
・

工
福
連
携
」の
取
組
み
な
ど
も
調
査
し

な
が
ら
、
市
と
し
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ「
片

柳
ひ
か
り
」
は
耐
震
基
準

を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
早
急
に
片
柳

小
学
校
内
へ
移
転
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
整
備
状
況
お
よ
び
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
伺
う
。

本
市
で
は
、
平
成
29
年
度

か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
に

学
校
施
設
を
活
用
し
た
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
12
カ
所
整
備
す
る
目
標
を

掲
げ
、
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
片
柳
ひ
か
り
」ク
ラ
ブ
の
移
転
先
と

し
て
進
め
て
い
る
、
片
柳
小
学
校
内

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
転
用
す
る
教
室
な
ど
の
協

議
が
整
い
、
今
年
度
は
改
修
工
事
に

向
け
た
実
施
設
計
を
、
ク
ラ
ブ
の
意

見
も
踏
ま
え
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。

来
年
度
に
は
改
修
工
事
を
実
施
し
、

早
期
に
ク
ラ
ブ
の
移
転
が
可
能
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

学
校
で
使
用
し
て
い
る
算

数
セ
ッ
ト
な
ど
の
学
用
品

を
保
護
者
負
担
で
は
な
く
学
校
の
共

有
物
と
し
、
環
境
へ
の
配
慮
や
保
護

者
の
負
担
軽
減
を
図
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

学
用
品
は
、
子
ど
も
た
ち

の
学
習
理
解
を
助
け
る
も

の
で
あ
り
、
個
人
で
所
有
す
る
こ
と

で
、
い
つ
で
も
自
由
に
活
用
で
き
る
。

１
年
生
が
一
つ
ひ
と
つ
に
名
前
を
書

い
て
も
ら
い
、
初
め
て
出
合
う
教
材

に
目
を
輝
か
せ
る
姿
は
、
学
習
へ
の

意
欲
や
自
分
の
持
ち
物
を
大
切
に
す

る
気
持
ち
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。
一
方
、
保
護
者

の
負
担
軽
減
や
環
境
へ
の
配
慮
も
必

要
と
認
識
し
て
お
り
、
各
学
校
が
教

材
の
中
で
個
人
所
有
と
共
有
化
す
る

も
の
を
工
夫
し
て
い
る
実
態
も
あ
る
。

各
校
が
適
正
か
つ
有
効
に
教
材
を
選

定
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

「
テ
ィ
ー
ン
ズ
・
カ
フ
ェ
」

人
員
確
保
と
予
算
化
を
望
む

学
用
品
の
共
有
化
に
よ
り

保
護
者
の
負
担
軽
減
を

当
事
者
に
寄
り
添
っ
た
形
で

農
福
・
工
福
連
携
に
よ
る
支
援
を

「
片
柳
ひ
か
り
」ク
ラ
ブ
移
転

片
柳
小
学
校
の
整
備
状
況
は

教
育
・
文
化

＊ 就労継続支援Ｂ型事業
通常の事業所に雇用されることが困難であり、
雇用契約に基づく就労が困難である者に対し、
就労機会の提供や訓練などの支援を行うこと。

学
習
理
解
を
助
け
る
算
数
セ
ッ
ト
は

保
護
者
負
担
や
環
境
へ
の
配
慮
も
必
要

07 saitama city council No.81



＊
S
o
c
i
e
t
y 

5.0
時
代

の
到
来
な
ど
、
未
来
社
会

を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
は
、

多
様
な
人
々
と
の
関
わ
り
な
ど
に
よ

り
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
資
質
・

能
力
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
が
、
小

規
模
校
で
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な

い
面
が
あ
る
。
一
方
、
一
人
ひ
と
り

の
学
習
状
況
を
的
確
に
把
握
で
き
、

き
め
細
か
に
指
導
で
き
る
な
ど
の
良

さ
も
あ
る
。
学
校
に
は
地
域
活
動
の

拠
点
と
し
て
の
側
面
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
魅
力
あ

る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
諸
課
題
の
解
決
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
る
。

を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は

人
権
に
対
す
る
大
き
な
教
育
に
な
る

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
や
そ
の

家
族
の
こ
れ
ま
で
の
苦
痛

と
苦
難
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
あ

り
、
依
然
と
し
て
問
題
の
解
決
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
の
懲
罰
施
設
と
し
て
使
わ
れ

て
い
た
国
立
重
監
房
資
料
館
の
出
張

講
演
の
活
用
な
ど
、
ハ
ン
セ
ン
病
へ

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
他
者
へ

の
思
い
や
り
や
い
じ
め
な
ど
の
人
権

課
題
へ
の
理
解
が
進
む
と
考
え
て
い

る
。
今
後
は
職
員
に
よ
る
関
係
施
設

の
視
察
な
ど
も
検
討
す
る
と
と
も
に
、

他
の
人
権
活
動
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ

く
り
に
向
け
た
行
動
が
で
き
る
児

童
・
生
徒
を
育
成
し
て
い
く
。

市
街
化
調
整
区
域
に
は
12

校
の
小
学
校
が
立
地
し
て

お
り
、
そ
の
う
ち
11
校
が
小
規
模
校

と
な
っ
て
い
る
。
当
該
学
校
の
存
続

や
児
童
数
の
違
い
に
よ
る
教
育
へ
の

影
響
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

学
校
給
食
は
子
ど
も
た
ち

の
命
を
最
優
先
に
考
え
、

３
大
ア
レ
ル
ゲ
ン
の
牛
乳
、
小
麦
、

卵
は
使
用
せ
ず
、
安
心
・
安
全
で
楽

し
く
み
ん
な
が
食
べ
ら
れ
る
給
食
を

実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

牛
乳
は
栄
養
価
が
高
い
食

品
で
あ
る
た
め
、全
児
童
・

生
徒
へ
の
提
供
を
廃
止
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の

あ
る
児
童
・
生
徒
に
は
牛
乳
を
除
去

し
た
り
、
紙
パ
ッ
ク
を
開
く
過
程
で

の
配
慮
な
ど
、
対
応
を
徹
底
し
て
い

く
。
ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原

因
と
な
る
食
材
は
小
麦
や
卵
に
限
ら

ず
多
く
存
在
し
、
個
人
に
よ
り
症
状

も
異
な
る
た
め
、
毎
月
の
献
立
作
成

時
に
保
護
者
と
個
別
に
打
合
せ
を
行

い
、
実
態
に
合
わ
せ
て
対
応
し
て
い

る
。
教
職
員
対
象
の
研
修
会
の
充
実

も
図
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
万
全
な

体
制
を
維
持
し
、
安
全
な
給
食
の
提

供
に
努
め
て
い
く
。

教
員
の
変
形
労
働
時
間
制

に
は
課
題
も
多
い
。
さ
ら

に
本
市
の
教
員
の
多
く
は
長
時
間
残

業
を
し
て
お
り
、
同
制
度
を
導
入
す

る
状
況
で
は
な
い
。
業
務
量
の
削
減

や
教
員
増
こ
そ
優
先
す
べ
き
で
は
。

学
校
の
働
き
方
改
革
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の

一
つ
の
取
組
み
と
し
て
、
同
制
度
を

効
果
検
証
の
た
め
、
昨
年
７
月
に
モ

デ
ル
校
で
実
施
し
た
。
試
行
で
得
ら

れ
た
成
果
や
課
題
を
整
理
す
る
と
と

も
に
、
制
度
導
入
が
効
果
的
か
否
か
、

教
職
員
と
の
熟
議
を
重
ね
る
な
ど
し
、

見
極
め
て
い
き
た
い
。
学
校
の
働
き

方
改
革
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
学

校
と
協
力
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
、

調
査
・
報
告
な
ど
の
２
割
削
減
、
研

修
の
精
選
、
I
C
T
の
活
用
、
部
活

動
指
導
員
の
導
入
な
ど
業
務
全
体
の

削
減
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
も
、

効
果
を
見
極
め
な
が
ら
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
や
家
族

へ
の
補
償
法
が
成
立
し
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
の
偏
見
や
差
別
の
歴
史

市
街
化
調
整
区
域
の
小
学
校

今
後
の
在
り
方
は

教
員
の
働
き
方
改
革

業
務
量
削
減
と
教
員
増
を

＊
ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
理
解
を
深
め

偏
見
や
差
別
の
解
消
を

新
た
な
時
代
を
生
き
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

地
域
ご
と
の
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
が
必
要

＊ ハンセン病
らい菌によっておこる細菌感染症の一種。らい菌の毒力は極
めて弱く、感染しても発病することはまれ。仮に発病しても治
療方法が確立されており、早期発見･早期治療により完治する。

＊ S
ソ サ エ テ ィ

ociety 5.0
仮想空間と現実空間を高度に融合させたシステムにより、
経済発展と社会的課題の解決を両立する社会。
→くわしくは裏表紙「ロクマルキーワード」をご覧ください。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し
た

み
ん
な
で
食
べ
ら
れ
る
給
食
に
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原
山
地
区
の
中
心
部
に
は

大
人
数
で
利
用
で
き
る
公

共
施
設
が
無
い
。
施
設
の
配
置
は
、

地
域
の
バ
ラ
ン
ス
や
人
口
分
布
な
ど

の
状
況
を
踏
ま
え
た
検
討
が
必
要
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

公
共
施
設
の
配
置
は
、
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
に
お
い
て
、
地
域
ご
と
の
人
口
や

市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、

必
要
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
各
施
設
を
フ
ル
整
備

す
る
の
で
な
く
、
適
切
な
連
携
や
補

完
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
市
全
体
と

し
て
効
果
的
・
効
率
的
な
機
能
を
実

現
す
る
施
設
配
置
と
し
て
い
る
。
今

後
、
検
討
す
る
際
に
は
、
施
設
配
置

や
人
口
分
布
を
落
と
し
込
ん
だ
地
図

の
活
用
な
ど
を
研
究
し
て
い
く
。
ま

た
、
コ
ス
ト
削
減
や
質
の
高
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
た
め
、
公

民
連
携
手
法
も
積
極
的
に
導
入
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

心
と
体
の
性
が
一
致
し
な

い
な
ど
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事

者
で
あ
る
児
童
・
生
徒
へ
の
配
慮
や
、

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
観
点
か

ら
、
全
市
立
学
校
で
男
女
混
合
名
簿

を
使
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
児
童
・
生

徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
、人
権
の
尊
重
、

男
女
の
平
等
や
相
互
理
解
と
協
力
の

重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
指
導
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
本
市
の
市
立
学
校
で

は
、小
学
校
で
45
％
、中
学
校
で
50
％
、

高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
・
特
別

支
援
学
校
の
全
校
で
男
女
混
合
名
簿

を
使
用
し
て
い
る
。
教
育
活
動
を
実

践
す
る
う
え
で
支
障
は
な
く
、
人
権

の
尊
重
な
ど
の
観
点
か
ら
、
す
べ
て

の
学
校
で
男
女
混
合
名
簿
と
し
て
い

く
よ
う
推
進
し
て
い
く
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
が

拡
大
す
る
現
在
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
、
市
民
に「
税
の
し
く

み
」を
周
知
し
、
地
元
で
の
消
費
促
進

を
図
る
こ
と
は
、
景
気
対
策
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

本
市
で
は
、
市
税
全
般
を

解
説
し
た
市
税
の
し
お
り

を
作
成
し
、
区
役
所
な
ど
で
配
布
し

て
い
る
。
市
内
事
業
者
の
売
上
増
加

が
本
市
税
収
の
増
加
に
つ
な
が
り
、

結
果
と
し
て
市
民
に
還
元
さ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
視
点
で
あ

り
、
市
税
の
し
お
り
へ
の
掲
載
を
検

討
し
て
い
く
。
地
元
で
の
買
い
物
は
、

市
内
経
済
の
循
環
、
活
性
化
を
生
み

出
す
と
と
も
に
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
醸
成
に
も
寄
与
す
る
な
ど
大
変
有

意
義
で
あ
り
、
部
局
横
断
的
に
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

昨
年
７
月
、
地
元
自
治
会

や
利
用
団
体
と
と
も
に
、

南
側
お
よ
び
西
側
面
へ
の
防
球
ネ
ッ

ト
設
置
と
、
土
の
入
替
え
に
よ
る
グ

ラ
ウ
ン
ド
表
面
の
整
備
に
関
し
て
市

に
要
望
し
た
が
、
検
討
状
況
は
。

同
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
野
球

場
４
面
と
駐
車
場
を
有
す

る
無
料
公
園
で
、
多
く
の
方
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
部

で
は
、
土
が
減
っ
た
こ
と
で
石
の
露

出
や
不
陸
な
ど
が
生
じ
て
お
り
、
来

年
度
、
土
の
入
替
え
な
ど
の
修
繕
を

予
定
し
て
い
る
。
ま
た
防
球
ネ
ッ
ト

に
つ
い
て
も
、
設
置
に
向
け
た
設
計

を
来
年
度
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

引
き
続
き
、
市
民
や
利
用
者
の
安
心
・

安
全
や
利
便
性
向
上
の
た
め
の
取
組

み
を
進
め
て
い
く
。

人
権
尊
重
社
会
の
実
現
に
向
け

全
校
で
男
女
混
合
名
簿
の
使
用
を

市
内
経
済
活
性
化
に
向
け

「
税
の
し
く
み
」を
周
知
す
べ
き

市
民
の
安
全
の
た
め

見
沼
臨
時
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
を

原
山
地
区
の
公
共
施
設

地
域
実
情
に
合
わ
せ
た
配
置
を

経
済
・
産
業

ま
ち
づ
く
り
・
環
境

議員の
市の

12月定例会「一般質問」ダイジェスト

橋
梁り

ょ
うの

架
替
え
を
機
に

川
越
線
の
複
線
化
を

フ
ァ
ウ
ル
ボ
ー
ル
が
道
路
や
駐
車
場
に
飛
び
出
し

危
険
な
状
況
の
見
沼
臨
時
グ
ラ
ウ
ン
ド
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歴
史
街
道
事
業
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

ま
た
、
岩
槻
駅
周
辺
で
は
様
々
な
事

業
が
あ
り
、
部
局
横
断
的
に
連
携
し
、

推
進
す
る
べ
き
で
は
。

岩
槻
歴
史
街
道
事
業
の
先

導
的
路
線
と
な
っ
た
裏
小

路
で
は
、
沿
道
の
方
な
ど
で
構
成
す

る
地
元
組
織
の
運
営
お
よ
び
ま
ち
な

み
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
支
援
し
て
お

り
、
令
和
２
年
度
を
目
標
に
み
ち
づ

く
り
整
備
方
針
を
取
り
ま
と
め
、
令

和
3
年
度
以
降
に
道
路
の
美
装
化
な

ど
に
着
手
す
る
。
市
宿
通
り
な
ど
の

歴
史
街
道
も
、
魅
力
向
上
に
向
け
て

地
元
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
順
次
、

事
業
を
推
進
し
て
い
く
。
岩
槻
駅
周

辺
地
区
で
は
、
総
合
振
興
計
画
な
ど

に「
副
都
心
と
し
て
の
都
市
機
能
の
強

化
」の
た
め
の
事
業
を
位
置
付
け
て
お

り
、
引
き
続
き
効
果
的
な
事
業
展
開

を
目
指
し
、
全
庁
的
な
連
携
を
強
化

し
て
い
き
た
い
。

中
央
区
の
鴻
沼
川
流
域
は

駅
か
ら
も
近
く
、
す
で
に

市
街
化
し
て
い
る
場
所
も
多
い
。
治

水
事
業
の
完
成
や
与
野
本
町
の
公
共

た
。
今
後
は
、
引
き
続
き
県
に
よ
る

鉄
道
整
備
要
望
や
川
越
線
整
備
促
進

協
議
会
な
ど
を
通
じ
て
Ｊ
Ｒ
に
対
し

て
要
望
を
行
う
と
と
も
に
、
国
に
対

し
て
も
継
続
し
て
要
望
し
て
い
く
。

桜
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
観

点
か
ら
考
え
て
も
、
埼
玉

県
衛
生
研
究
所
跡
地
へ
の
配
水
場
整

備
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
配
水
場

の
更
新
に
つ
い
て
、
他
候
補
地
を
探

し
て
い
く
べ
き
で
は
。

県
衛
生
研
究
所
跡
地
の
利

活
用
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
し
た
西
部
配
水
場
の
更
新
を
目
的

に
取
得
候
補
地
と
し
、
用
地
の
一
部

に
街
区
公
園
を
併
設
す
る
こ
と
を
含

め
、
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

当
該
用
地
は
既
存
施
設
と
同
等
の
敷

地
面
積
を
有
し
、
か
つ
直
線
距
離
で

１
㎞
と
離
れ
て
い
な
い
た
め
水
供
給

範
囲
へ
の
影
響
が
少
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
候
補
地
と
し
た
。
決
定
す
る
に

当
た
り
、
他
の
候
補
地
も
模
索
し
、

施
工
性
や
経
済
面
、
将
来
に
わ
た
る

維
持
管
理
に
つ
い
て
比
較
し
、
最
終

的
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

Ｊ
Ｒ
川
越
線
荒
川
橋
梁
の

架
替
え
が
２
０
３
０
年
度

終
了
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
複
線
化
の
方
針
を
具
体
的
に

定
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
対
応
は
。

国
に
よ
る
荒
川
流
域
整
備

が
進
み
、
橋
梁
架
替
え
も

予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

複
線
化
が
可
能
な
構
造
に
関
す
る
技

術
的
支
援
に
つ
い
て
、
国
に
対
し
て

要
望
を
行
っ
た
。
本
市
は
国
、
県
、

川
越
市
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
定
期

的
に
情
報
共
有
を
行
っ
て
お
り
、
現

在
は
Ｊ
Ｒ
と
国
で
設
計
に
向
け
た
調

整
を
実
施
中
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

市
民
の
利
便
性
向
上
と
バ

リ
ア
フ
リ
ー
推
進
の
た
め
、

ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
吉
野
原
駅
へ
の
ト

イ
レ
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
強

く
求
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
検

討
状
況
と
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

昨
年
度
、
吉
野
原
駅
お
よ

び
隣
接
駅
で
現
況
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
隣
接
駅
へ
迂
回
す
る

高
齢
者
が
２
名
い
た
も
の
の
、
全
体

と
し
て
は
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
妊

婦
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど
を
使
用
す
る

方
で
吉
野
原
駅
を
利
用
す
る
方
は
隣

接
駅
よ
り
少
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
や
周
辺
環
境
の
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に

向
け
、
国
や
埼
玉
新
都
市
交
通
と
の

協
議
を
継
続
し
て
い
く
。
ま
た
、
ト

イ
レ
整
備
に
つ
い
て
は
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
な
ど
段
差
解
消
と
併
せ
た
検
討

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

商
工
会
議
所
の
城
下
町
構

想
と
も
リ
ン
ク
す
る
岩
槻

県
衛
生
研
究
所
跡
地
へ
の

配
水
場
整
備
は
再
考
す
べ
き

ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
吉
野
原
駅
に

ト
イ
レ
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を

岩
槻
の
ま
ち
づ
く
り

さ
い
た
ま
市
全
体
で
推
進
を

ま
ち
の
魅
力
向
上
の
た
め

鴻
沼
川
流
域
も
市
街
化
区
域
に

＊ かんがい（灌漑）
農作物の育成に必要な水を、水路を引くなどして供給し、
耕作地を潤すこと。

架
替
え
が
計
画
さ
れ
る
川
越
線
の
荒
川
橋
梁

複
線
化
を
望
む
利
用
者
は
多
い
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議員の
市の

12月定例会「一般質問」ダイジェスト

お 知 ら せ

さい たま 市 議 会 からの

　「ロクマル」電子書籍版を掲載しています
電子書籍専門サイトの「ブックシェルフ埼玉」にロクマルを掲載し

ています。外出中などで印刷物が手元にない方もご覧いただくこ

とができますので、ぜひご利用ください。

また、さいたま市議会ホームページにPDF

版も掲載しています。

　傍聴の手話通訳・要約筆記を行っています
聴覚障がいのある方が本会議・委員会を傍聴する場合、手話通訳者または要約筆記者を配置することができます。

ご希望の方は傍聴予定日の７日前までに議事課（Tel.829-1753 Fax.829-1984）までご連絡ください。

検索ブックシェルフ埼玉　ロクマル

見
沼
田
ん
ぼ
と
い
う
貴
重
な
地
域
資
源
を

市
内
外
に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
チ
ャ
ン
ス

施
設
再
編
と
と
も
に
、
市
街
化
区
域

へ
の
編
入
を
検
討
し
て
は
。

市
街
化
区
域
へ
の
編
入
に

当
た
っ
て
は
、
溢
水
な
ど

に
よ
る
災
害
発
生
の
恐
れ
が
な
い
こ

と
や
、
市
街
地
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市

基
盤
の
整
備
が
確
実
で
あ
る
こ
と
、

地
域
住
民
の
合
意
形
成
な
ど
の
要
件

が
あ
る
。
鴻
沼
川
沿
川
地
域
に
つ
い

て
は
、
与
野
中
央
公
園
の
調
節
池
な

ど
の
整
備
で
治
水
安
全
度
は
向
上
す

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
他
の
要
件
を

総
合
的
に
勘
案
し
て
市
街
化
区
域
へ

の
編
入
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

中
央
区
役
所
周
辺
の
公
共
施
設
再
編

を
契
機
に
、
さ
ら
な
る
ま
ち
の
価
値

向
上
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
お
り
、
地
域
の
方
々
の
意
向
を
確

認
す
る
な
ど
、
地
域
全
体
を
見
渡
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

見
沼
代
用
水
が
、
昨
年
９

月
に「
世
界
＊
か
ん
が
い
施

設
遺
産
」に
登
録
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機

に
、
見
沼
田
ん
ぼ
の
Ｐ
Ｒ
を
拡
大
・

強
化
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

見
沼
代
用
水
が
世
界
か
ん

が
い
施
設
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
こ
と
は
、
見
沼
田
ん
ぼ
の
認
知

度
向
上
や
、
市
民
の
誇
り
の
醸
成
に

も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の

機
会
と
考
え
て
い
る
。
登
録
直
後
に

は
、
浦
和
美
園
駅
で
行
っ
た
見
沼
田

ん
ぼ
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、

遺
産
登
録
を
祝
う
横
断
幕
の
掲
示
や

説
明
パ
ネ
ル
の
展
示
を
実
施
し
会
場

を
盛
り
上
げ
た
。
今
後
も
、
見
沼
田

ん
ぼ
と
い
う
貴
重
な
地
域
資
源
を
市

内
外
に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
紹
介
記

事
を
掲
載
す
る
な
ど
の
活
用
に
努
め

て
い
く
。

本
市
の
貴
重
な
地
域
資
源

見
沼
田
ん
ぼ
の
Ｐ
Ｒ
強
化
を
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日本が目指す超スマート社会
人類がこれまで歩んできた狩猟社会(Society 1.0)、農耕
社 会(Society 2.0)、工 業 社 会(Society 3.0)、情 報 社 会
(Society 4.0)に次ぐものとして、政府が提唱した新たな
社会がSociety 5.0です。人々の生活は、これまでの経済発
展により便利で豊かになりました。一方、富の集中や地域
間格差、エネルギー需要の増加による温暖化や高齢化に
伴う社会コストの増加など、経済発展に相反して、解決す
べき社会的課題は複雑化しています。

私たちの暮らしや働き方が変わる！？
Society 5.0は、人が暮らす現実世界で収集された膨大な
情報を、インターネットなどの仮想空間でAIが解析し、そ
れを現実世界にフィードバックすることで、誰もが快適に
暮らせる社会です。例えば、ドローン宅配やAI家電、遠隔診
療や介護ロボット、自動走行バスなど、多様なニーズに対
応したモノやサービスが提供されるようになるのです。こう
して、経済発展と社会的課題の解決が両立される新しい社
会の実現を日本は目指しています。

この議会広報紙は608,900部作成し、１部当たりの作成経費は8円です（企画編集の経費を含みます）。

今号のトピックスでは、元サッカー日本女子代表選手の柳田
美幸さんに本会議を傍聴していただきました。とても気さくな
方で明るい雰囲気の中でのインタビューとなりましたが、柳
田さんのサッカーにかける情熱も随所に感じられました。
２月４日は立春。厳しい寒さはまだ続きそうですが、少しずつ
近づく春の訪れを皆さんも探してみてはいかがでしょうか。
さて、２月定例会では次年度の市の予算案も審議されます。
今後もさいたま市議会の活動にご注目ください。

編集後記 議会広報編集委員会

［委員長］ ［副委員長］

［ 委 員 ］

渋谷佳孝 高柳俊哉

土橋勇司 照喜納弘志 竹腰　連
金井康博 佐伯加寿美 江原大輔
冨田かおり 小川寿士 小森谷 優

市議会のくわしい情報は、さいたま市議会のホームページをご覧ください。検索さいたま市議会

ロクマル　キーワード

Keyword 12月定例会の中から気になる言葉を取り上げ、
解説します。

『Society 5.0』

傍聴 インターネット中継
本会議は当日の受付で
傍聴できます。開催当日、
議会棟3階の議場ロビー
までお越しください。

会議の模様をライブ配信
（生中継）・録画配信して

います。ホームページから
アクセスしてください。

スマートフォン・
タブレットでも！

会期日程は、ホームページをご
覧ください。くわしくは議事課

（Tel.829-1753）までお問い合
わせください。

「ようこそさいたま市議会へ」 テレビ埼玉
令和2年3月29日（日）午前10時～ 放送予定
過去に放送した番組も市議会ホームページで配信しています。

テレビ番組

ソ サ エ テ ィ

さいたま D i a r y
ダイアリー

アクセス 浦和駅からバスで「桜区役所」下車、徒歩約6分

桜区今号の表紙の場所は

2月4日～
次の定 例 会は




